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今
年
の
霜
月
祭
の
テ
ー
マ
は「
チ
ェ

ン
ジ
」。こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た

学
園
祭
へ
と〝
チ
ェン
ジ
〞で
き
る
よ

う
、学
園
祭
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
に
奮
闘

し
て
い
ま
す
。全
員
で
2
9
4
名
と

い
う
大
所
帯
の
学
園
祭
実
行
委
員

会
で
中
心
と
な
って
い
る
の
は
、実
行

委
員
長
の
矢
野
香
純
さ
ん
、副
実

行
委
員
長
の
杉
村
美
紀
さ
ん
、会

計
の
吉
浪
亜
実
さ
ん
と
い
う
4
年

生
3
人
組
。例
年
、2
・
3
年
生
が

中
心
と
な
っ
て
運
営
す
る
の
で
す

が
、今
年
は
4
年
生
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
引
っ
張
り
ま
す
。し

か
も
、委
員
長
の
矢
野
さ
ん
は
今
年

か
ら
参
加
し
た
新
メ
ン
バ
ー
だ
と
い

う
か
ら
驚
き
ま
す
。「
例
年
3
日
間

の
開
催
日
を
2
日
間
に
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、内
容
を
凝
縮
し
、い
つ
来

て
も
ら
っ
て
も
楽
し
め
る
学
園
祭
に

で
き
れ
ば
」と
矢
野
さ
ん
。「
充
実
し

た
フ
ー
ド
類
の
提
供
や
、子
ど
も
が

楽
し
め
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
な
ど
、普

段
学
ん
で
い
る
こ
と
を
生
か
し
て
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
た
い
」と
中
村
ら

し
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
学
園
祭
の
実
現

に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

こ
の
日
の
撮
影
に
参
加
し
た
唯
一

の
3
年
生
、上
野
純
輝
さ
ん
は
、

総
合
企
画
パ
ー
ト
長
と
し
て
今
年

初
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。ゴ
ス
ペ
ル
や
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
な
ど
地
域
の
方
が
出
演

す
る「
地
域
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」、

恒
例
の
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
&
王
子

様
コ
ン
テ
ス
ト
が
合
体
し
た「
N

コ
ン
」、会
場
参
加
型
の
ク
イ
ズ

イ
ベ
ン
ト「
ナ
カ
リ
ー
グ
！
」な
ど
、

初
企
画
が
多
彩
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、よ
り
多
く
の
来
場

者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
の
が
一
番

の
目
標
で
す
が
、魅
力
あ
る
学
園

祭
に
し
、「
実
行
委
員
会
で
活
躍

し
た
い
」と
希
望
す
る
学
生
が
増

え
る
こ
と
が
4
人
の
願
い
で
す
。

「
中
村
な
ら
で
は
の
学
園
祭
に
」

第
53
回
霜
月
祭
の
準
備
に
奮
闘
中

第
53
回
霜
月
祭
は
11
月
2
日（
土
）・
3
日（
日
）の
2
日
間
。

開
催
が
迫
る
中
、準
備
に
奮
闘
す
る
学
園
祭
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
4
名
に

今
年
の
見
ど
こ
ろ
や
楽
し
み
方
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

第18回

学園祭実行委員会のメンバーが着ているスタッフ
パーカーにもデザインされているマーク。

写真左から 副実行委員長 教育学部4年 杉村 美紀さん（猶興館高等学校出身）
実行委員長 教育学部4年 矢野 香純さん（九州国際大学付属高等学校出身）
総合企画パート長 流通科学部3年 上野 純輝さん（福岡講倫館高等学校出身）
会計 栄養科学部4年 吉浪 亜実さん（宮崎日本大学高等学校出身）



最
近
、M
S
C
や
A
S
C
と
い
っ
た
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ

た
魚
を
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
見
か
け
ま
す
。こ
れ
は
資

源
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ（
持
続
可
能
性
）、つ
ま
り
魚

資
源
が
枯
渇
し
な
い
よ
う
十
分
配
慮
さ
れ
た
環
境
下

で
漁
獲
（
M
S
C
）
あ
る
い
は
養
殖
さ
れ
た
魚

（
A
S
C
）で
あ
る
こ
と
を
国
際
機
関
が
保
証
し
て
い

る
も
の
で
す
。環
境
意
識
の
高
い
欧
米
で
は
こ
う
し
た

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
魚
が

良
く
売
れ
る
と
言
い
ま

す
。産
地
や
天
然
・
養
殖
と

い
っ
た
違
い
で
選
ぶ
の
で

は
な
く
、地
球
環
境
に
優

し
い
持
続
可
能
な
魚
を
選

ぶ
な
ど
、文
化
人
感
覚
で

魚
食
材
を
選
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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.A.

サバは完全養殖の技術が確立しており、佐賀の「唐津Qサバ」や鳥取の「お嬢サバ」
が有名です。天然ものは脂がのる旬の時期が一番美味しいと言われますが、養殖
ものは餌を管理することで、一年中一定水準以上の脂ののりを保てるため、いつで
も美味しく味わえます。また、数が減り「もう食べられなくなるのでは」と心配されて
いるウナギは、完全養殖の商品化に向けた研究が急ピッチで進められており、同時
に天然の下りウナギの採取を禁じるなど、資源保護への関心も高まっています。

.
A.

サバやウナギの
養殖技術は進んでいるのですか？

アニサキスなど食中毒のないマサバや
ウナギの完全養殖が進んでいます。

テーマ

キャリア開発学科

眞次 一満 准教授

教えてくれたのは

Profile
広島大学大学院生物圏科学研究科修了。
九州経済連合会職員を経て、2019年4月よ
り現職に。専門は水産経済学、フードシステ
ム。研究テーマは、国産水産物の消費拡大や
食品の表示・トレーサビリティ（追跡可能性）、
農水産物のサステナビリティ（持続可能性）。

ス
ー
パ
ー
の
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
で

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
？

A
S
C
や
M
S
C
と
い
っ
た
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た

魚
食
材
を
選
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

.A.
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
魚
の

ト
レ
ン
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
フ
ル
ー
ツ
魚
」と
称
し
た

養
殖
魚
や「
完
全
養
殖
魚
」が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

養殖魚のこれからイオン九州の認証食品専門売り場「フィッシュ
バトン」コーナー

MSC（Marine Stewardship Council）認証とは、水産資源が
豊富に存在し資源管理が行き届いており、生態系への影響を最
小限に抑え、法律や規則等を遵守して漁獲された水産物であるこ
とを証明する認証制度のこと。

ASC（Aquaculture Stewardship Council）認証とは、MSCの
養殖魚版。

フ
ル
ー
ツ
魚
の
代
表
格
は
ブ
リ
で
す
。大
分

の「
か
ぼ
す
ブ
リ
」、鹿
児
島
の「
ボ
ン
タ
ン
ぶ

り
」、愛
媛
の「
み
か
ん
ブ
リ
」な
ど
、柑
橘
類

の
皮
や
実
を
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
に
す
り
潰

し
、餌
に
混
ぜ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
養
殖
魚
を

指
し
ま
す
。一
度
食
べ
る
と
分
か
り
ま
す
が
、

刺
身
を
醤
油
に
浸
し
て
口
に
運
ぶ
と
、ほ
の

か
に
柑
橘
系
の
香
り
が
漂
い
ま
す
。ま
た
、

「
完
全
養
殖
」と
銘
打
っ
た
魚
も
最
近
市
場
に

出
廻
り
始
め
ま
し
た
。近
大
マ
グ
ロ
で
一
躍

有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、養
殖
さ
れ
た
魚
に

産
卵
さ
せ
、人
工
的
に
孵
化

さ
せ
た
後
、成
魚
に
な
る
ま

で
人
の
手
で
養
殖
さ
れ
ま

す
。そ
こ
か
ら
さ
ら
に
産
卵

さ
せ
育
て
る
と
い
う
、完
全

な
人
工
孵
化
サ
イ
ク
ル
に

よ
っ
て
養
殖
さ
れ
た
魚
を

言
い
ま
す
。資
源
枯
渇
が
懸

念
さ
れ
、ク
ロ
マ
グ
ロ
は
も

う
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、完
全
養

殖
だ
と
そ
の
よ
う
な
心
配

は
あ
り
ま
せ
ん
。

鹿児島は長島の（有）鶴長水産が養殖
している「ボンタンぶり」。
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特集

中村学園大学短期大学部では、毎年30名ほどの学生が中村学園大学をはじめ

4年制大学への編入学を選択しています。短大から大学、さらには大学院へ進学した人も。

編入学という道を選んだ学生や卒業生に、その理由や経緯、メリットについて聞きました。

もともと4年制大学を志望していたのですが、学費の
心配もあり、短期大学部食物栄養学科に入学しまし
た。入学後、とても充実した日々を送っていたのです
が、大学の栄養科学科の先輩たちの話を聞く機会が
あり、4年制大学へ行けば短大卒とは違った将来の
選択肢があることを知りました。また、奨学金という
選択肢があることも知ったので、2年生の夏に編入を
決意したんです。編入学をすると普通よりも取得しな
ければならない単位が多く勉強は大変ですが、濃く
充実した大学生活を過ごせていると思います。編入
学をして何よりも良かったのは、ゼミ活動などを通し
て人脈がとにかく広がったこと。日々の出会いを大切
にしています。
栄養士・管理栄養士を志したきっかけは、祖父が低
栄養で入院し、食事と健康の関係やその重要性を
知ったことだったので、管理栄養士として地域の食
環境を整えたいというのが今の目標です。将来の幅
も広がり、編入学を後押ししてくれた短期大学部の
先生に感謝しています。

編
入
学
と
い
う
選
択
肢
を
知
り

将
来
の
夢
が
大
き
く
広
が
っ
た

管理栄養士として行政に携わり
地域の“食環境”を豊かにしたい B

A
B

A
 H

IR
O

K
O

馬場 裕子さん
内定：福岡県職員 （管理栄養士職）

佐賀北高等学校出身

短期大学部
食物栄養学科
卒業

栄養科学部 
栄養科学科 4年

現在短大

編入
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編入学の経験が
就職活動で生かされた
高校は商業系の学びが中心の科でカリキュラムが4年制大学の入学
試験に対応していなかったため、まずは短大に入学し、そこから編入
学をしようと考えました。キャリア開発学科の授業と編入学のため
の準備を両立するのは大変でしたが、編入学のサポートを受けるこ
ともできたのでとてもスムーズだったと思います。また、就職活動は
キャリア開発学科で経験したインターンシップやビジネスマナーと、
大学での学びの両方を生かすことができたので、早い時期に念願
だった会社から内定をいただくことができました。大学ではゼミ活動
で企業とのコラボによる商品開発なども経験できたので、これから
の仕事に生かしたいと思います。

短大の2年間と大学の2年間、計4年間で大学の卒業単位が取得できる編入学は、将来
の幅を広げてくれるメリットの多い制度。中村学園大学短期大学部では、推薦入学枠の
ある中村学園大学への編入学はもちろん、その他の4年制大学も含め、一人ひとりの編
入学を強力にサポート。入学当初から編入学を希望している学生も少なくなく、そのた
め、入学後すぐに面談をして希望を聞き、早い時期から試験科目の指導などを丁寧に
行っていくので、安心して編入学を目指すことができます。

栄養士の資格と流通での
学びの両方を武器に
栄養士の資格を取得したくて短期大学部食物栄養学科に入学しま
したが、当初から編入学を視野に入れていました。でも、当初は栄養
科学科に編入学して管理栄養士になろうと考えていたので、流通科
学科への編入学を叶えるには、まず両親の説得が必要でした（笑）。
私が編入学先に流通科学科を選んだのは、食物栄養学科で取得し
た栄養士と流通科学科で学べるマーケティングや商品開発などの知
識を食品関連の企業で生かしていけたらと考えたから。推薦枠をも
らって編入学できるよう、短期大学部の2年間はとにかく勉強ばかり
していましたが、おかげで勉強習慣が身につき、それが志望企業へ
の内定につながったと思います。

一人ひとりの編入学を徹底サポートしています短
期
大
学
部
長

阿
部 

志
麿
子 

教
授

COMMENT

古畑 那菜さん
内定：キューサイ株式会社

久留米商業高等学校出身

短期大学部
食物栄養学科
卒業

流通科学部
流通科学科4年

現在短大

編入

小島 空さん
内定：株式会社 ABC Cooking Studio

福岡女子高等学校出身

短期大学部
キャリア開発学科

卒業

流通科学部
流通科学科4年

現在短大

編入
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幼児教育学科に入学前から編入学を視野には入れ
ていましたが、明確な目標もまだなく具体的には決め
ていませんでした。実際に入学してからも毎日授業と
実習とで忙しく、なかなか決めることができないまま
2年生に。ただ、実習で子どもたちと接するうちに「幼
稚園教諭になりたい」という明確な目標に出会うこと
ができ、それが編入学決意のきっかけになりました。
幼稚園教諭になるためにもっと学びを深めたい、幼
稚園教諭として必要な教養や経験を深めたい、と思
うようになり、中村学園大学の児童幼児教育学科へ
の編入学を決めました。短大卒業後に就職という選
択肢も検討していたので、編入学をしようと決めたも
のの不安はゼロではなかったですね。

せっかく編入学するのだから、自分の将来につながる2年間にし
たいと考え、学びを深めるだけでなく、これまでできなかったこ
とにもチャレンジをしました。ひとつは短期海外研修、もうひとつ
はアルバイトです。これらの経験で、人脈が広がり視野も広げる
ことができたと思います。一見、幼稚園教諭とは関係のないサー
ビス業のアルバイトをしましたが、対応力や話し方のスキルを身に
付けることができました。また、ゼミ活動で学びたかった子ども
の心理学に関する研究をすることができ、短期大学部で学んだ
ことをより深めることができました。幼稚園教諭として働きはじめ
たら、この研究で得たことを生かして子どもや保護者とより良い
関わりができたらと考えています。

将
来
の
自
分
の
た
め
に

よ
り
深
く
学
び
た
い

短
期
海
外
研
修
も
経
験

視
野
が
広
が
っ
た
編
入
学

“教養や経験を深めたい”
その願いが編入学で叶った K

O
G

A
 S

E
N

A

2016年度

2017年度

2018年度

19名

24名

22名

中村学園大学

4名

9名

1名

他大学

23名

33名

23名

合計
※1 ※2

2016年度

2017年度

2018年度

1名

3名

5名

中村学園大学

0名

0名

0名

他大学

1名

3名

5名

合計

2016年度

2017年度

2018年度

3名

2名

4名

中村学園大学

0名

0名

0名

他大学

3名

2名

4名

合計

※1  栄養科学部、流通科学部　　※2  長崎国際大学、九州栄養福祉大学など

キャリア開発学科幼児保育学科食物栄養学科

短期大学部から4年制大学への編入学生数

編入学試験のスケジュール

短
大
1
年
次

短
大
2
年
次

大
学
3
年
次

短
大
入
学

4月

学
内
編
入
学

説
明
会

出
願
期
間

学
内
推
薦
者

選
抜

7月
上旬頃

大
学
3
年
次
に

編
入
学

4月

編
入
学
試
験

10月
下旬

8月～
9月頃

9月末～
10月上旬

合
格
発
表

11月
上旬

短
大
卒
業

3月

就職セミナー等
が始まり、将来
の進路を検討す
る時期

授業やゼミ活動
を通して大学で
の学びを深めて
いく

授業や実習を通して短大
での学びを深める期間

古賀 瀬菜さん
島原高等学校出身

短期大学部
幼児保育学科 卒業

現在

短大

教育学部
児童幼児教育学科4年

編入

現在



卒業生 INTERVIEW
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短大に入学した当初は明確な目標があったわ
けではなく、ただ漠然と栄養学を学んでいまし
た。でも、昔から化学や生物の授業が好きだっ
たので、学べば学ぶほど栄養学がおもしろく
なっていきました。そうすると、「大学に編入して
より深く学びたい」、「管理栄養士の資格をすぐ
に取得したい」と思うようになり、1年生の時点
ですぐに編入学を決意しました。
大学入学後は興味のあるテーマをさらに突き詰
めて学びたいと思うようになり、思い切って大
学院へも進学。将来は生活習慣を予防するた
めの施策づくりや教育を行うなど、一次予防に
携わりたいと考えていたことも理由のひとつで
した。
短大、大学、大学院を通して友人の大切さも実
感しました。ともに学ぶことで学習効率もアップ
し、苦しい時も支え合える仲間は、とても大きな
存在でした。

辰市 舞さん
福岡県内市役所　健康増進事業担当

短期大学部
食物栄養学科 卒業

現在

短大

栄養科学部
栄養科学科 卒業

編入
大学

現在
大学院

栄養科学研究科 卒業

進学
大学院

短大から大学へ編入
さらに大学院へも進学

卒業後は目標にしていた行政栄養士として、地
域の人々の健康づくりに携わる仕事をしていま
す。赤ちゃんから高齢者まで、人の一生涯に寄り
添える仕事なのでやりがいはとても大きいです。
私が働いている市では、市民の健康課題解決
のため、健康増進計画や食育推進計画を策定
し、それをもとにさまざまな事業を展開しているの
ですが、先日、市にとって初となる食育推進計画
の策定を担当させていただき、大変良い経験と
なりました。
セミナーや個別相談、食育ボランティアの育成な
ど、様 な々場面で市民の方と直接お話をする機会
も多く、毎日が楽しく充実しています。学生時代
に取り組んだ論文作成は、事業の企画書や資料
作成等の業務をはじめ、会議における対応など、
論理的な思考・説明が求められる事業に活かさ
れています。また、細胞実験において失敗しても
新たな方法を考えて地道にアプローチしつづけた
経験は、困難な課題にもトライ&エラーを繰り返
し、粘り強く取り組む姿勢につながっています。

行政栄養士として
やりがいのある仕事に

短大時代にのめり込んで学んだ栄養学
大学院まで学びを深め、
一次予防に携わる夢が実現しました



　

社
会
で
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
や
技

術
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
び
た
い
、そ
れ
に

小
・
中
・
高
と
夢
中
に
な
って
い
た
和
太
鼓
を

大
学
で
も
続
け
た
い
と
の
思
い
か
ら
、中
村

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
へ
入
学
し
ま
し
た
。

　

短
大
時
代
は
、検
定
取
得
に
も
力
を

入
れ
な
が
ら
、念
願
だ
っ
た
和
太
鼓
サ
ー
ク

ル
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
。演
奏
会
や

地
域
の
お
祭
り
出
演
時
に
は
、主
催
者
と
の

打
ち
合
わ
せ
や
段
取
り
な
ど
も
経
験
し
、

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
交
渉
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、印
象
に
残
って
い
る
の
は
2
年
次
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
す
。学
生
の
就
職
活
動

支
援
や
説
明
会
を
運
営
す
る
会
社
で
事
務

職
を
体
験
。そ
れ
ま
で
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
も
の
と
違
い
、仕
事
の
内
容
も
幅
広

く
、就
職
活
動
に
向
け
て
良
い
イ
メ
ー
ジ
作

り
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
仕
事
は
、パ
ナ
ソ
ニッ
ク
の
住
宅
設

備
関
連
の
中
で
、電
機
設
備
関
連
商
品
の
受

発
注
管
理
を
行
な
って
い
ま
す
。営
業
マ
ン
や

お
客
様
か
ら
の
ご
注
文
を
正
確
に
オ
ペ
レ
ー

ト
し
、お
客
様
へ
納
品
す
る
ま
で
の
交
渉
や

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。製
品
の
種
類
も
多

く
覚
え
る
の
も
大
変
で
、毎
日
た
く
さ
ん
の

方
と
や
り
と
り
す
る
の
で
す
が
、そ
の
ほ
と

ん
ど
が
電
話
対
応
。相
手
の
表
情
が
わ
か
ら

な
い
分
、納
期
の
交
渉
な
ど
は
難
し
い
ん
で

す
。相
手
に
見
え
な
く
て
も
、な
る
べ
く
笑

顔
で
心
を
込
め
て
対
応
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
経
験
も
浅
く
、知
識
も
少
な
い

た
め
勉
強
の
毎
日
で
す
が
、そ
ん
な
日
々
の

中
で
、解
決
で
き
る
こ
と
や
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま

し
た
。「
あ
な
た
に
お
願
い
し
て
良
か
っ
た
」

と
、社
内
外
の
方
か
ら
言
っ
て
い
た
だ
け
る
、

信
頼
さ
れ
る
人
材
に
な
る
こ
と
が
、今
の
目

標
で
す
ね
。

久保 美優さん

Miyu Kubo

平成29年（2017）年度
短期大学部 キャリア開発学科卒業
勤務先：パナソニック（株）
          ライフソリューションズ社

サ
ー
ク
ル
で
の
経
験
で

身
に
つ
け
た
多
く
の
力

人
と
人
、そ
し
て
製
品
を
繋
ぐ

中
間
役
と
し
て
の
や
り
が
い

interviewee

「学生時代に多くの人と
ふれあった経験が
今の仕事に活かされている。」
そう語る久保美優さんに、
中村での思い出や
現在のお仕事について
お話を伺いました。

卒業
生インタビュー

先輩に
会いたい
さまざまな現場で活躍する
中村の卒業生をインタビュー！

先輩たちの“今”を
紹介します。 OB・OG

interview
vol.17

現在の部署では私が一番後輩。困った時など、先輩方
がいろいろな視点からのアドバイスをくださるので勉
強になります。

照明から電気に関わる細かな備品まで、取り扱い商
品も数多く、常に製品マニュアルで確認しながらの
作業です。
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楽
し
く
に
ぎ
や
か
、で
も
、礼
儀
正
し
く

真
剣
。部
員
数
約
1
2
0
名
と
か
な
り
の

大
所
帯
な
が
ら
、幹
部
の
3
年
生
を
中
心
に

ま
と
ま
り
の
あ
る
N
D
A
部（
ナ
カ
ム
ラ・ダ

ン
ス・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）は
、現
在
、年
に一

度
の
学
園
祭『
霜
月
祭
』に
向
け
て
猛
練
習

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、『
霜
月
祭
』へ
の
参
加
の
ほ

か
に
も
、1
年
生
の
勧
誘
の
た
め
に
学
友
会

館
で
踊
っ
た
り
、九
州
内
の
大
学
が
集
ま
る

『
sens
e
』と
い
う
団
体
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

発
表
会
に
参
加
し
た
り
、ク
リ
ス
マ
ス
や
卒

業
パ
ー
テ
ィ
ー
の
場
で
踊
っ
た
り
と
さ
ま
ざ

ま
。部
員
は
皆
、普
段
の
授
業
や
実
習
で
忙

し
い
こ
と
も
多
く
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
に
で

き
る
範
囲
で
参
加
し
、自
由
に
ダ
ン
ス
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
N
D
A
部
の
テ
ー
マ
は
、『
み
ん
な
で
楽

し
く
ダ
ン
ス
』。先
輩
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
感
を
大
切
に
守
って
い
き

た
い
」と
部
長
を
務
め
る
栄
養
科
学
科
3
年

の
秋
岡
怜
奈
さ
ん
。「
普
段
は
人
前
に
出
る

の
が
苦
手
な
学
生
も
、ダ
ン
ス
で
弾
け
ら
れ

る
。自
分
の
新
し
い一
面
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
」と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。か
ら
だ

いっ
ぱ
い
に
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
ダ
ン
ス
。そ
の
魅
力
を
ぜ
ひ
N
D
A
部
の

ス
テ
ー
ジ
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

〝
フ
ァ
ミ
リ
ー
感
〞を
大
切
に

『霜月祭』のステージに向け、汗を流す部員たち。ダンスのジャンルごとにチームをつくり、
各リーダーが中心となって練習を進めます。

毎年、学園祭『霜月祭』のステージで大活躍！
約120名のダンサー集団『NDA部』を紹介します。

C L U B & C I R C L E

NDA部（ナカムラ・ダンス・アソシエーション）

部員のほとんどが参加するという学園祭『霜
月祭』のステージでは、他大学のダンスチーム
も参加するダンスコンテストを開催。毎年、
NDA部が登場すると会場は大きな歓声に包
まれます。

自
由
に
踊
っ
て

自
分
を
表
現
で
き
る
か
ら

お
も
し
ろ
い



を
め
ざ
す
学
生
の
指
導
以
外
に
も
、国

語
と
書
写
の
指
導
法
に
つ
い
て
の
研

究
や
実
際
の
小
学
校
に
出
か
け
て
の

指
導
助
言
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。現

在
、宇
美
町
教
育
委
員
会
や
教
科
書
を

つ
く
っ
て
い
る
東
京
書
籍
株
式
会
社

と
の
産
学
官
連
携
で
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
書
写
の
授
業
に
関
す
る
共
同

研
究
を
進
め
て
い
る
の
で
す
が
、こ
れ

は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
取
り
組
み
な

ん
で
す
よ
。デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
W
i

｜

F
i
の
設
備
も
必
要
な
く
、ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
持
ち
込
む
だ
け
で
、書
写
の
授
業
が

劇
的
に
変
化
す
る
と
い
う
研
究
で
、す

で
に
宇
美
町
の
小
学
校
で
試
験
的
に

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。せ
っ
か
く
実

際
の
現
場
を
経
験
し
て
き
た
実
務
家

教
員
な
の
で
、そ
の
経
験
を
教
育
現
場

に
よ
り
還
元
し
て
い
け
る
よ
う
、大
学

で
の
授
業
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
や
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
け

た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
も
あ
り
、例
え
ば「
宴

会
の
席
で
の
お
酒
の
つ
ぎ
方
」に
つ
い

て
も
教
え
る
ん
で
す
。学
生
に
は「
そ
ん

な
の
い
ら
な
い
」な
ん
て
辛
辣
な
こ
と

を
言
わ
れ
ま
す
が
、社
会
人
に
な
っ
て

か
ら「
お
か
げ
で
君
は
ち
ゃ
ん
と
知
っ

て
い
る
ね
と
褒
め
ら
れ
た
」と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
悩
み
を
気
軽
に
相
談
し

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

を
設
け
、「
つ
ら
い
時
は
大
学
に
話
に
お

い
で
よ
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。現
場

を
経
験
し
て
き
た
の
で
、も
し
か
し
た

ら
卒
業
し
た
後
の
方
が
力
に
な
れ
る
こ

と
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

09

実
際
の
現
場
で
経
験
を
積
ん
だ

実
務
家
教
員
だ
か
ら
こ
そ

伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

教
育
学
部

児
童
幼
児
教
育
学
科

岡
田 

充
弘 

准
教
授

　

実
は
、私
は
こ
の
中
村
学
園
大
学
の

卒
業
生
な
ん
で
す
。福
岡
県
の
小
学
校

教
員
と
し
て
15
年
働
い
た
時
に
、福
岡

教
育
大
学
附
属
福
岡
小
学
校
に
3
年

間
研
修
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
で
の
出
会
い
が
き
っ
か
け

で
母
校
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
も
と「
い
つ
か
は
中
村
学
園
大
学

で
、後
輩
た
ち
の
育
成
の
携
わ
れ
た

ら
」と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
の
で
す

が
、そ
れ
は
定
年
退
職
後
か
な
と
考
え

て
い
た
の
で
、思
っ
て
い
た
よ
り
も

ず
っ
と
早
く
に
小
学
校
教
員
の
育
成

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
場
の
先
生
方
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と
し

い
き
た
い
ん
で
す
。

　

ま
ず
ひ
と
つ
は『
卒
前
教
育
』で

す
。実
際
に
小
学
校
教
員
と
な
っ
て
教

壇
に
立
つ
4
月
1
日
を
前
に
、4
年
間

の
講
義
の
中
で
は
網
羅
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
カ
バ
ー
し
、学
生
の
不
安
を

解
消
し
て
新
生
活
に
希
望
が
持
て
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。た
く
さ
ん
勉
強
し
て
試
験
に

合
格
し
、せ
っ
か
く
教
員
に
な
っ
た
の

に
1
週
間
で
離
職
し
て
し
ま
う
…
と

い
う
話
も
実
際
に
あ
る
の
で
す
が
、残

さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
か
わ
い
そ
う

だ
し
、も
ち
ろ
ん
う
ま
く
い
か
な
く
て

辞
め
て
し
ま
っ
た
先
生
も
か
わ
い
そ

う
。そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、子
ど
も
や

保
護
者
と
の
向
き
合
い
方
か
ら
先
輩

教
員
た
ち
と
の
接
し
方
、基
本
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
も
話
を
し
て
い
ま
す
。

い
る
ん
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、『
国
語
科
教
育
法
Ⅱ
』

と
い
う
授
業
の
中
で「
F
U
K
U
O
K
A

み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
し
、

子
ど
も
た
ち
の
感
想
文
の
審
査
を
す

る
、と
い
う
こ
と
を
学
生
た
ち
に
体

験
さ
せ
て
い
ま
す
。約
1
0
0
篇
の

応
募
作
品
か
ら
評
価
の
基
準
に
沿
っ

て
評
点
を
つ
け
、各
学
年
5
篇
を
選

考
し
た
の
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
の

作
文
を
読
み
、そ
の
指
導
法
に
つ
い

て
考
え
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

大
学
で
行
っ
て
い
る
小
学
校
教
員

て
あ
る
の
は
、「
即
戦
力
と
し
て
の
指
導

ス
キ
ル
や
教
員
と
し
て
の
資
質
を
し
っ

か
り
と
大
学
で
養
っ
て
か
ら
送
り
出

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
こ
と
。私
は
実

際
に
現
場
を
長
く
経
験
し
て
き
た
実

務
家
教
員
と
し
て
、本
当
に
現
場
で
必

要
な
知
識
や
技
術
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
た
く
ま
し
く
乗
り
越
え
て
い
く
力

を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
学
生
た

ち
を
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。私
は
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
な
の
で
、

教
員
も
す
ぐ
に
飽
き
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
、10
年
経
っ
た
ら
辞
め
よ
う
、な

ど
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、実
際
は

楽
し
く
て
10
年
経
っ
て
も
ま
る
で
飽

き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。だ
か
ら
卒
業

し
て
小
学
校
教
員
に
な
っ
た
学
生
た
ち

に
も
、最
初
の
1
年
を
し
っ
か
り
乗
り

越
え
教
員
生
活
を
楽
し
む
術
を
伝
え
て

実
務
家
教
員
と
し
て

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
？

小
学
校
教
員
と
し
て
20
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し

教
員
の
育
成
や
教
育
現
場
の
改
革
に
取
り
組
む

岡
田
充
弘
准
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。



を
め
ざ
す
学
生
の
指
導
以
外
に
も
、国

語
と
書
写
の
指
導
法
に
つ
い
て
の
研

究
や
実
際
の
小
学
校
に
出
か
け
て
の

指
導
助
言
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。現

在
、宇
美
町
教
育
委
員
会
や
教
科
書
を

つ
く
っ
て
い
る
東
京
書
籍
株
式
会
社

と
の
産
学
官
連
携
で
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
書
写
の
授
業
に
関
す
る
共
同

研
究
を
進
め
て
い
る
の
で
す
が
、こ
れ

は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
取
り
組
み
な

ん
で
す
よ
。デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
W
i

｜

F
i
の
設
備
も
必
要
な
く
、ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
持
ち
込
む
だ
け
で
、書
写
の
授
業
が

劇
的
に
変
化
す
る
と
い
う
研
究
で
、す

で
に
宇
美
町
の
小
学
校
で
試
験
的
に

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。せ
っ
か
く
実

際
の
現
場
を
経
験
し
て
き
た
実
務
家

教
員
な
の
で
、そ
の
経
験
を
教
育
現
場

に
よ
り
還
元
し
て
い
け
る
よ
う
、大
学

で
の
授
業
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
や
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
け

た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
も
あ
り
、例
え
ば「
宴

会
の
席
で
の
お
酒
の
つ
ぎ
方
」に
つ
い

て
も
教
え
る
ん
で
す
。学
生
に
は「
そ
ん

な
の
い
ら
な
い
」な
ん
て
辛
辣
な
こ
と

を
言
わ
れ
ま
す
が
、社
会
人
に
な
っ
て

か
ら「
お
か
げ
で
君
は
ち
ゃ
ん
と
知
っ

て
い
る
ね
と
褒
め
ら
れ
た
」と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
悩
み
を
気
軽
に
相
談
し

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

を
設
け
、「
つ
ら
い
時
は
大
学
に
話
に
お

い
で
よ
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。現
場

を
経
験
し
て
き
た
の
で
、も
し
か
し
た

ら
卒
業
し
た
後
の
方
が
力
に
な
れ
る
こ

と
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
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実
は
、私
は
こ
の
中
村
学
園
大
学
の

卒
業
生
な
ん
で
す
。福
岡
県
の
小
学
校

教
員
と
し
て
15
年
働
い
た
時
に
、福
岡

教
育
大
学
附
属
福
岡
小
学
校
に
3
年

間
研
修
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、そ
こ
で
の
出
会
い
が
き
っ
か
け

で
母
校
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
も
と「
い
つ
か
は
中
村
学
園
大
学

で
、後
輩
た
ち
の
育
成
の
携
わ
れ
た

ら
」と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
の
で
す

が
、そ
れ
は
定
年
退
職
後
か
な
と
考
え

て
い
た
の
で
、思
っ
て
い
た
よ
り
も

ず
っ
と
早
く
に
小
学
校
教
員
の
育
成

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
場
の
先
生
方
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と
し

い
き
た
い
ん
で
す
。

　

ま
ず
ひ
と
つ
は『
卒
前
教
育
』で

す
。実
際
に
小
学
校
教
員
と
な
っ
て
教

壇
に
立
つ
4
月
1
日
を
前
に
、4
年
間

の
講
義
の
中
で
は
網
羅
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
カ
バ
ー
し
、学
生
の
不
安
を

解
消
し
て
新
生
活
に
希
望
が
持
て
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。た
く
さ
ん
勉
強
し
て
試
験
に

合
格
し
、せ
っ
か
く
教
員
に
な
っ
た
の

に
1
週
間
で
離
職
し
て
し
ま
う
…
と

い
う
話
も
実
際
に
あ
る
の
で
す
が
、残

さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
か
わ
い
そ
う

だ
し
、も
ち
ろ
ん
う
ま
く
い
か
な
く
て

辞
め
て
し
ま
っ
た
先
生
も
か
わ
い
そ

う
。そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、子
ど
も
や

保
護
者
と
の
向
き
合
い
方
か
ら
先
輩

教
員
た
ち
と
の
接
し
方
、基
本
の
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
も
話
を
し
て
い
ま
す
。

い
る
ん
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、『
国
語
科
教
育
法
Ⅱ
』

と
い
う
授
業
の
中
で「
F
U
K
U
O
K
A

み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
し
、

子
ど
も
た
ち
の
感
想
文
の
審
査
を
す

る
、と
い
う
こ
と
を
学
生
た
ち
に
体

験
さ
せ
て
い
ま
す
。約
1
0
0
篇
の

応
募
作
品
か
ら
評
価
の
基
準
に
沿
っ

て
評
点
を
つ
け
、各
学
年
5
篇
を
選

考
し
た
の
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
の

作
文
を
読
み
、そ
の
指
導
法
に
つ
い

て
考
え
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

大
学
で
行
っ
て
い
る
小
学
校
教
員

て
あ
る
の
は
、「
即
戦
力
と
し
て
の
指
導

ス
キ
ル
や
教
員
と
し
て
の
資
質
を
し
っ

か
り
と
大
学
で
養
っ
て
か
ら
送
り
出

し
て
ほ
し
い
」と
い
う
こ
と
。私
は
実

際
に
現
場
を
長
く
経
験
し
て
き
た
実

務
家
教
員
と
し
て
、本
当
に
現
場
で
必

要
な
知
識
や
技
術
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
た
く
ま
し
く
乗
り
越
え
て
い
く
力

を
身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
学
生
た

ち
を
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。私
は
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
な
の
で
、

教
員
も
す
ぐ
に
飽
き
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
、10
年
経
っ
た
ら
辞
め
よ
う
、な

ど
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、実
際
は

楽
し
く
て
10
年
経
っ
て
も
ま
る
で
飽

き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。だ
か
ら
卒
業

し
て
小
学
校
教
員
に
な
っ
た
学
生
た
ち

に
も
、最
初
の
1
年
を
し
っ
か
り
乗
り

越
え
教
員
生
活
を
楽
し
む
術
を
伝
え
て

今
後
の
研
究
や
目
標
に
つ
い

教
え
て
く
だ
さ
い

現
在
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
は
何
で
す
か
？

まだ0ステージにいる学生たちが
教育者として成長できるよう
サポートしていくのが私の仕事。
子どもたちに“素敵な先生”を
プレゼントするお手伝いがしたい。

教育学部の4年生を対象に行われる卒前教育「中村教
師塾-教壇に立つ新米教師のスキルアップ講座-」では、
教育学部の先生方によるユニークで実践的な講義が行
われる。

岡田 充弘 准教授
Mitsuhiro Okada

中村学園大学家政学部卒業、中村学園大学
大学院教育学研究科修士課程修了。福岡県
内の公立小学校教員として学級担任として15
年間勤務、福岡教育大学附属福岡小学校で3
年間勤務、福岡県内の公立小学校で教務主任
と主幹教諭としてそれぞれ1年間ずつ勤務。平
成27年4月に中村学園大学教育学部に着任。

Profile

宇美町教育委員会、東京書籍との産学官連携による取り組み。1年目となる今年は宇
美町の小学校1校で実施し、来年は2校、再来年は宇美町にあるすべての小学校で取
り入れる予定。



『天気の子』
新開 誠

自分の気持ちに正直に、迷
いもなく行動する主人公の
一生懸命さが、今の私には
ない部分で、とても眩しく
心打たれました。

『君の世界に、
青が鳴る』
河野 裕

なにが正しいのか、なにが幸
せなのか、それぞれの登場
人物がぶつかり合いもがき
ながらも尊重し成長していく
姿がとても印象的です。
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栄養科学部
栄養科学科2年
渕田 葉月さん
（指宿高等学校出身）

今回、この特集を取材した
広報アシスタント「ピクルス」の渕田さんの
「この秋おすすめの一冊」もご紹介！

読書の秋!図書館SJの活動＆
おすすめの一冊を調査
図書館SJ※の仕事に密着し、
その活躍ぶりをご紹介！

さらに、本が大好きだという彼女たちに
「この秋おすすめの一冊」を教えてもらいました。

年に2回、紀伊國屋書店の福岡
本店で図書館に置く本を選び
ます。たくさんの学生に図書館を
利用してもらえるよう、話題の本
や勉強に役立つ本を選ぶように
しているそうです。

オープンキャンパスでは、高校生たちにしおりをプレゼ
ント。図書館SJのメンバーたちが心を込めて手づくりし
ました。

書店で選んだ本を図書館に置くため、
一冊ずつ丁寧にラベルを貼ります。

図書館SJの活動に密着！
図書館に置く本選びや本の整備など、本好きにはたまらない
図書館SJの活動を取材しました！

本の概要やおすすめポイントをPOPに。一つひとつき
れいなイラストが添えられていたり、わかりやすくポイン
トがまとめられています。自分自身もまだ読んだことのな
い本を担当することが多いので、新しい本を知るきっか
けにもなっているのだとか。

いろいろな
デザインのしおりを

作成！

みんなが
借りてくれそうな本を

探します

「POPを描いた本が
借りられていると
うれしい」と

図書館SJのメンバーたち

作業中は
真剣です！

本の整備・ラベル貼り

POP制作

しおりづくり

選書ツアー

※SJとは、スチューデントジョブの略。学生ならではの視点や感性を生かし、学生が中心となって学内の仕事をする学生アルバイトです。
　単なるアルバイトではなく、職員と仕事の連携を図るため、就業体験・社会人マナーの習得も期待できます。

バーコードで
本の情報を
読み取ります
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タイトルはラブレターの書き方を教えてくれる
ハウツー本のようですが、そうではなく実は小
説なんです。主人公である大学生の男の子
が、同じ大学の女の子にラブレターを書く…と
いう話なのですが、ユニークなのは、はじめから
終わりまで、物語のすべてがいろいろな登場
人物の手紙だけで展開していくということ。読
んでいるうちにどんどん引き込まれてしまうお
もしろさがあります。高校生のころから大好き
で繰り返し読んでいるおすすめの一冊です。

図
書
館
S
J
の
お
す
す
め
本

川本 菜々さん
流通科学部 流通科学科3年
（唐津西高等学校出身）

小学生のころから小説が好きで、特にわくわく
が止まらない冒険物に惹かれます。そのため、
『図書館戦争』シリーズで知られる有川浩さん
の作品はどれもお気に入り。この『キケン』と
いう作品は、とある大学の機械制御研究部が
舞台で、部長を務める主人公が犯罪スレスレ
の破壊行為を繰り返すというドキドキしっぱな
しのお話で、タイトルには部の略称である「機
研」と「危険」の2つの意味が込められていま
す。スピード感があって一気に読めますよ。

比嘉 彩乃さん
栄養科学部 栄養科学科2年
（首里高等学校出身）

この夏、なにか一冊本を読みたいと思い、手
に取ったのがこの本との出会いでした。この
本は、人生に悩みを抱え自分の目的を果たす
ために南国のトンガを訪れた4人の話がそれ
ぞれ短編集になっています。短編ではありま
すがどのお話にも繋がりがあり、それぞれの
視点から物語を見ることができます。辛いこと
があっても、少しの希望があれば立ち上がれ
ると思える、人生の勇気をくれる本です。ラス
トは思わずうるっときてしまいました。

宮﨑 菜乃さん
栄養科学部 栄養科学科2年
（唐津東高等学校出身）

この本は、余命いくばくもない女の子が一人
の男の子に病気であることを知られた事を
きっかけに、二人の生活が変わっていく様子
を描いた物語です。映画を見てから小説を手
に取ったのですが、映像ではわからない細や
かな二人の心情を感じることができ、何度も
読み返してしまいました。映画を見た人でもも
う一度楽しめる一冊だと思います。斬新なタイ
トルからは想像ができない、これからを一生懸
命生きようと思える本です。

吉原 千尋さん
栄養科学部 栄養科学科2年
（ありあけ新世高等学校出身）

私が短歌を読み出すきっかけとなった作品です。わ
ずか31文字の中に無限に広がる世界が描かれてい
ます。寂しさと明るさが同居していて、特に10代後半
から20代の方が読んだら、共感できるものがたくさん
見つかると思います。

学生部 課長補佐
岩尾 祐介さん

小説家としても活躍する岩尾さんのプロフィール

小説家（筆名：相川英輔）とし
ても活躍中。主な著作は『雲
を離れた月』、『ハイキング』、
『ハミングバード』など。2020
年春、新刊刊行予定。

『サイレンと屑』　岡野 大嗣
学生部 岩尾さんのお

すすめ本

『
君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い
』　
住
野 

よ
る

『
絶
唱
』　
湊 

か
な
え

『
恋
文
の
技
術
』　
森
見 

登
美
彦

『
キ
ケ
ン
』　
有
川 

浩

おすすめ
本

おすすめ
本

おすすめ
本

おすすめ
本

『雲を離れた月』『ハイキング』 『ハミングバード』
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一般選抜・大学入試センター試験利用選抜 日程

高等教育の無償化について

災害により被災された志願者に対する特別措置について

出願期間

出願期間

2020年
1/7（火）→1/17（金）

◎消印有効

2020年
1/7（火）→1/24（金）

◎消印有効

合格発表日

合格発表日

2/20（木）

2/20（木）

試験日 

試験日 

栄養科学部（フード・マネジメント学科）・流通科学部

2/1（土）
栄養科学部（栄養科学科）・教育学部

2/2（日）

栄養科学部・教育学部・流通科学部

2/6（木）

短期大学部

2/3（月）

試験会場

試験会場

福岡（本学）

福岡（本学）・
　　 北九州・
長崎・熊本・大分・
宮崎・鹿児島・沖縄

新設
A
方
式

B
方
式

前
期
日
程

出願期間

2020年
1/7（火）→1/29（水）

◎消印有効

合格発表日

2/20（木）

後
期
日
程

出願期間

2020年
2/21（金）→3/10（火）

◎消印有効

合格発表日

3/18（水）

※詳細は本学ホームページの「入学試験要項」をご覧ください。

大学入試センター試験利用選抜

一  般  選  抜

①「一般選抜Ｂ方式（大学のみ）」
　「短期大学部センター利用入試」を新規導入
　●大学・短期大学部間、一般・センター利用間での併願パターンが充実！
②入学検定料の併願割引を導入
　●対象：一般選抜、大学入試センター試験利用選抜【前期日程】
　（併願割引は、インターネットで同時に出願した場合のみ適用）
③第2志望制度が充実！
　●大学⇔短期大学部（学部・学科指定有り）、短期大学部3学科間において
　　第2志望の登録が出来ます！（入学検定料無料）
④地方試験会場を拡大（北九州会場を新設）［一般選抜A方式のみ］
　●自宅から近い会場での受験が可能となり、交通費や宿泊費、移動時間の負担を軽減！

※制度の概要は文部科学省ホームページをご参照ください。　http://www.mext.go.jp/kyufu/

『令和元年8月の前線に伴う大雨による災害』、『平成30年7月豪雨』、『平成29年7月九州北部豪雨』において被災された志願者に対し、
今年度の入学試験において特別措置を実施いたします。 ｠
出願する入試区分の出願開始2週間前までに、志願者（本人又は保護者等）から必ず入試広報部に電話連絡してください。

平日（月～金）9:00～17:00

本学・入試広報部　（直通）092-851-6762　※メール、FAXでの連絡は不可連 絡 先

受付時間

このたび、本学は、高等教育の修学支援新制度（高等教育無償化）の対象機関として文部科学省より認定されました。

2020年4月1日から

住民税非課税世帯、およびそれに準ずる世帯の学生

❶授業料等の減免（授業料と入学金の免除または減額）
❷給付型奨学金（返還が不要の奨学金）　　　　　　　　 の2つの支援が受けられます。

支援開始時期

支援対象になる学生

支援内容

受験の
チャンスが
拡大

12/8（日）
一般入試
対策説明会
時間：14時～16時
場所：中村学園大学
※英語対策に関する説明や
　過去問題集を配布する
　予定です。 事前申込

不要



　

中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
剣
道
部
が
、

「
令
和
元
年
度 

玉
竜
旗
高
校
剣
道
大
会
」お

よ
び「
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）剣
道
大
会
」女
子

団
体
に
お
い
て
優
勝
し
4
連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。玉
竜
旗
は
史
上
2
校
目
と
な
る
4

連
覇
・
8
度
目
の
優
勝
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は

4
年
連
続
4
度
目
の
優
勝
と
な
る
輝
か
し

い
功
績
を
収
め
ま
し
た
。前
年
度
と
違
い

エ
ー
ス
不
在
の
な
か
、チ
ー
ム
全
員
で
体
力

強
化
、精
神
面
の
強
化
に
努
め
、連
覇
の
偉

業
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
伴
い
、学

生
の
派
遣
や
受
入
れ
な
ど
、具
体
的
な
交

流
は
す
で

に
始
ま
っ

て
お
り
、他

学
部
で
の

交
流
も
見

込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期

大
学
部
は
、令
和
元
年
8
月
21
日
付
け
で

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド　

ト
ゥ
ル
ク
応
用
科
学
大

学（T
urku U

niversity of A
pplied 

Science

）と「
教
育
・
学
術
交
流
協
定
」を
締

結
し
ま
し
た
。本
学
に
お
け
る
海
外
大
学
と

の
提
携
は
37
校
目
と
な
り
ま
す
。

　

8
月
21
日
、甲
斐
学
長
が
ト
ゥ
ル
ク
応
用

科
学
大
学
を
訪
問
し
、調
印
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。ト
ゥ
ル
ク
応
用
科
学
大
学
の

T
aatila 

学
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
が
述
べ
ら

れ
、協
定
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
の
教
育
学
部
と
の
共

と
し
て
、柳
川
市
の
む
つ
ご
ろ
う
ラ
ン
ド
調

理
棟
に
て「
や
な
が
わ
食
の
学
校
」開
校
式

が
行
わ
れ
、短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科
の

三
堂
教
授
が
学
校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
や
な
が
わ
食
の
学
校
」（
柳
川
市
有
明
海

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
主
催
）は
、柳
川
の
資

源
を
活
用
し
、豊
か
な
食
文
化
の
醸
成
や
市

の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、3
月
末
ま
で
毎
月
２
回
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。同
日
開
催
さ
れ
た
第
1
回

目
の
料
理
教
室
に
は
市
内
外
の
飲
食
業
従
事

者
な
ど
が
参
加
し
、

「
柳
川
の
食
材
を
知
ろ

う
〜
食
材
を
よ
く
知

れ
ば
、よ
り
お
い
し
い

料
理
が
！
〜
」を
テ
ー

マ
に
三
堂
教
授
が
講

師
と
な
り
、自
身
が
考

案
し
た「
柳
川
産
生
海

苔
の
ア
サ
リ
め
し
」と

「
柳
川
産
オ
ク
ラ
と
鶏

肉
の
ワ
ン
タ
ン
ス
ー

プ
」の
調
理
実
習
が
行

わ
れ
、受
講
者
は
柳
川

な
ら
で
は
の
料
理
を

堪
能
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
3
日
、本
学
は
柳
川
市
と
食
文
化
、人

材
教
育
、地
域
づ
く
り
な
ど
の
諸
分
野
で
協
力

し
、相
互
の
発
展
に
資
す
る
た
め
の
連
携
協
定

を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。か
ね
て
よ
り「
生
海

苔
」の
新
商
品
の
開
発
や
販
売
、様
々
な
フ
ェ

ア
に
お
け
る
商
品
P
R
な
ど
の
連
携
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、今
後
は
食
を
は
じ
め

と
し
た
柳
川
市
の
資
源
を
活
用
し
た
共
同
研

究
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
展
開
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

7
月
31
日
、連
携
協
定
の
取
組
み
の
第
一
弾
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柳
川
市
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携
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わ
食
の
学
校
」開
校　

三
堂
教
授
が
学
校
長
に
就
任

中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
剣
道
部

玉
竜
旗
＆
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
4
連
覇

フィ
ン
ラ
ン
ド 

ト
ゥ
ル
ク
応
用
科
学
大
学
と

教
育
・
学
術
交
流
協
定
を
締
結

7月3日 連携協定締結式 7月31日 「やながわ食の学校」開校式

7月31日 第1回料理教室の様子 7月31日 第1回料理教室
　　　「柳川産生海苔のアサリめし」
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童
期
・
思
春
期
・
青
年
期
・
妊
産
婦
期
・
中
高

年
期
・
高
齢
期
と〝
誰
の
た
め
の
メ
ニ
ュ
ー

な
の
か
〞を
明
確
に
し
、各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
お
け
る
健
康
課
題
や
食
習
慣
改
善
に

関
す
る
レ
ビ
ュ
ー
や
献
立
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
も
整
備
し
て
い
ま
す
。同
時
に
、四
季
に

応
じ
た
食
材
を
選
ん
で「
旬
の
も
の
を
旬
の

時
期
に
地
産
地
消
で
食
べ
る
」こ
と
を
推
進

し
て
い
ま
す
。特
に
今
年
度
は
、ス
ポ
ー
ツ

の
力
で
県
民
生
活
を
よ
り
豊
か
に
、よ
り
元

気
に
す
る「
ス
ポ
ー
ツ
立
県
福
岡
」の
取
組

強
化
と
し
て
、部
活
動
全
般
に
取
り
組
む

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー

開
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、福
岡
県
農
林
水
産
部
と
連
携

し「
ふ
く
お
か
の
食
で
健
康
」推
進
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
は
、

福
岡
県
の
豊
か
な
農
林
水
産
物
を
活
用
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
普
及
啓
発
す
る
こ

と
で
、県
民
の
食
生
活
改
善
に
資
す
る
と
と

も
に
、県
産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。単
純
な
メ

ニ
ュ
ー
提
案
に
と
ど
ま
ら
ず
、幼
児
期
・
学

「
ふ
く
お
か
の
食
で
健
康
」推
進
運
動
に
係
る

メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
ス
タ
ー
ト

が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
資
格

者
は
、改
正
後
の
食
品
衛
生
法
で
定
め
ら
れ

た「
H
A
C
C
P
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制

度
化
」に
お
い
て
、H
A
C
C
P
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
相
当
程
度
の
知
識
を
持
つ
と
認

め
ら
れ
る
者
に
相
当
し
ま
す
。

　
H
A
C
C
P
管
理
者
認
定
委
員
会
の
認

定
講
師
に
よ
っ
て
、真
剣
な
中
に
も
楽
し
い

雰
囲
気
の
中
、グ
ル
ー
プ
学
習
で
講
習
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、食
品
業
界

に
お
い
て
は
益
「々
食
の
安
全
性
」が
重
要

視
さ
れ
て
お
り
、H
A
C
C
P
管
理
者
資
格

は
就
職
活
動
に
お
い
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。フ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
は
、日
本
食
品
保
蔵
科
学
会
認
定
の

H
A
C
C
P
管
理
者
資
格
が
取
得
で
き
る

学
科
で
す
。

　
8
月
22
日
〜
24
日
お
よ
び
9
月
2
日
〜
4

日
、フ
ー
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
3
年
生
を

対
象
に
、H
A
C
C
P
管
理
者
資
格
の
認
定

を
受
け
る
た
め
3
日
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
講
義
、製
造
現
場
で
の
H
A
C
C
P
プ
ラ
ン

作
成
演
習
、グ
ル
ー
プ
討
議
お
よ
び
グ
ル
ー

プ
発
表
か
ら
構
成
）が
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
6
月
に
食
品
衛
生
法
が
改

正
さ
れ
、全
食
品
事
業
者
に
対
し
て
一
般
食

品
衛
生
方
式
に
加
え
て
食
の
安
全
に
関
わ

る
H
A
C
C
P（H

azard A
nalysis and 

Critical C
ontrol Point

）方
式
に
よ
る
管

理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
講
習
を
受

講
し
最
終
試
験
に
合
格
し
た
学
生
は
、本
学

で
の
関
連
基
礎
科
目
の
単
位
認
定
書
と
と

も
に
、一
般
社
団
法
人
日
本
食
品
保
蔵
科
学

会
H
A
C
C
P
管
理
者
認
定
委
員
会
に
申

請
す
る
こ
と
で
、H
A
C
C
P
管
理
者
資
格

H
A
C
C
P
管
理
者
資
格
認
定

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

【夏レシピ】
思春期×ジュニアアスリートメニュー

エネルギー

たんぱく質

脂質

飽和脂肪酸

炭水化物

食物繊維

食塩相当量

カリウム

871kcal

36.9g

22.3g

6.25g

128.2g

9.3g

1.5g

1605mg

カルシウム

鉄

ビタミンA

ビタミンB1

ビタミンB2

ビタミンC

ビタミンD

葉酸

283mg

4.3mg

298μg

1.29mg

0.71mg

82mg

1.4μg

196μg

栄養成分値（1人分）

豚ヒレ肉の香草パン粉焼き
【材料・分量】（1人分）
豚ヒレ肉 70g
食塩 0.3g
こしょう 0.02g
にんにく 1g
粒マスタード 5g

パセリ 1g
パン粉 8g
タイム粉 0.02g
オリーブ油 6g
アスパラガス 20g
かぼちゃ 30g
レモン 20g
パセリ（飾用） 5g

【作り方】
❶ 豚ヒレ肉に塩、こしょうをして、おろしにんにく、粒マスタードを塗る。
❷ パセリはみじん切りにし、　を混ぜ合わせる。
❸ ❶の肉に❷の衣をおさえながらまぶす。
❹  200℃のオーブンで10分ほど焼く。
❺ 湯がいたアスパラ、かぼちゃ、くし切りにしたレモン、パセリを添える。

A

A
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WEBや
SNSにて
情報発信中！

の
1
つ
は
、北
京
東
方
美
食
研
究
院
の
劉
広
偉

院
長
に
よ
る「
食
学
」の
講
演
で
す
。食
に
関
連

す
る
生
産
、流
通
、販
売
、消
費
、調
理
、栄

養
、健
康
、医
療
な
ど
多
く
の
分
野
を
統
合
し

た「
食
学
」と
い
う
学
問
体
系
を
提
唱
し
て
、

自
ら「
e
a
t
o
lo
g
y
」と
い
う
造
語
も
作

り
、基
調
講
演
を
行
っ
た
元
国
連
副
事
務
総

長
の
呉
紅
波
氏
と
と
も
に
、「
食
学
」を
世
界

に
発
信
し
て
い
ま
し
た
。も
う
1
つ
は
、「
紅
厨

房
」と
い
う
中
国
が
提
唱
す
る
S
D
G
s
に
関

す
る
評
価
シ
ス
テ
ム
で
す
。こ
れ
は
食
品
ロ
ス
削

減
な
ど
厨
房
か
ら
S
D
Gs
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
世
界
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
評
価
す

る
も
の
で
、環
境
版
ミ
シ
ェ
ラ
ン
ガ
イ
ド
の
よ
う

な
も
の
で
す
。フ
ォ
ー
ラ
ム
は
日
本
と
中
国
の
共

催
で
し
た
が
、中
国
の
政
府
や
企
業
が
食
の
世

界
戦
略
を
積
極
的
に
展
開
す
る
の
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、日
本
と
は
発
想
に
大
き
な
違
い

が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
大
会
で
し
た
。

　
G
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
9
の
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
1
つ
と
し
て
、6
月
24
日
〜
26
日
に
淡

路
島
で「
世
界
食
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
徳
井

教
授
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
目

標（
S
D
G
s
）」を
テ
ー
マ
に
、日
本
を
始
め
中

国
、ト
ル
コ
、ペ
ル
ー
、オ
ラ
ン
ダ
、ル
ー
マ
ニ
ア
、イ

ン
ド
な
ど
か
ら
参
加
し
た
食
の
専
門
家
が
議

論
を
交
わ
し
、そ
の
総
括
は「
淡
路
島
宣
言
」

と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。本
学
は
、徳
井
と

栄
養
科
学
部
の
三
成
教
授
が
中
国
清
華
大
学

か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
招
待
さ
れ
、三
成
教
授
が

「
食
と
環
境
問
題
」で
講
演
し
ま
し
た
。同
時

に
G
20
の
各
国
を
代
表
す
る
一
流
の
料
理
人
が

参
加
し
て
第
1
回
ワ
ー
ル
ド
シ
ェ
フ
王
サ
ミ
ッ

ト
も
行
わ
れ
、淡
路
島
の
食
材
を
使
っ
た
世

界
の
料
理
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
通
し
て
強
く
印
象
に
残
っ
た
事

公式ホームページ 公式Facebook 公式Twitter

「
世
界
食
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」参
加
報
告

3
弾
は
9
月
14
日
に
流
通
科
学
部
音
成
准
教
授
と

音
成
ゼ
ミ
生
に
よ
り「
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
で
遊
ぼ

う
！
」が
開
催
さ
れ
、参
加
者
と
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

（
フ
リ
ス
ビ
ー
）を
使
っ
て
身
体
を
動
か
し
、交
流
を
図

り
ま
し
た
。10
月
26
日
に
は
、第
4
弾「
や
さ
し
い
中

国
語
教
室
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

　
令
和
元
年
度
、本
学
で
は
地
域
の
方
を
対
象
に

「
オ
ー
プ
ン
カ
レッ
ジ
in
中
村
学
園
大
学
」を
開
催
し
て

お
り
、9
月
ま
で
に
計
3
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。第
1

弾
は
8
月
2
日
に「
夏
休
み
ワ
ク
ワ
ク
陶
芸
教
室
」が

開
催
さ
れ
、35
名
の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。創
造

性
豊
か
な
学
び
の
機
会
と
し
て
家
庭
で
は
で
き
な
い
陶

芸
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、教
育
学
部
の
吹
氣
教
授

と
小
学
校
教
員
を
目
指
す
同
学
部
生
が
企
画
し
ま
し

た
。第
2
弾
は
8
月
10
日
、「
親
子
料
理
教
室
」が
開
催

さ
れ
、16
組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。運
動
す
る
児

童
の
体
づ
く
り
に
必
要
な
栄
養
や
食
事
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
、栄
養
科
学
科
の
森
口
講
師
に
よ
る

講
話
と
フ
ー
ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
松
隈
教
授
に
よ

る
調
理
示
範
お
よ
び
調
理
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。第

「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
in
中
村
学
園
大
学
」を
開
催

 

　
9
月
11
日
、九
州
運
輸
局
の
主
催
で「
特
別
課

外
授
業（
物
流
編
）」が
実
施
さ
れ
、流
通
科
学
部
近

江
・
朴
ゼ
ミ
生
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
授
業
は
、若

い
人
材
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
物
流
産
業
の

役
割
や
重
要
性
な
ど
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
を

目
的
に
、九
州
運
輸
局
、福
岡
県
倉
庫
協
会
、本
学

の
産
学
官
連
携
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
座
学
で
は
、九
州
運
輸
局
交
通
政
策
部 

環
境
・
物

流
課
長
よ
り「
物
流
産
業
に
お
け
る
現
状
と
行
政
の

取
り
組
み
」に
つい
て
、福
岡
県
倉
庫
協
会
の
広
報
委

員
会
副
委
員
長
に
よ
る「
倉
庫
業
界
に
つ
い
て
の
紹

介
」に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
、各
々
の
側
面
か
ら
物
流

産
業
の
発
展
と
課
題
に
つい
て
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、株
式
会
社
キ
ョ
ー
ワ
様
の
倉
庫
施
設

見
学
と
社
員
の
方
々
と
の
意
見
交
換
会
も
行
わ

れ
、参
加
し
た
学
生
は
物
流
産
業
に
つ
い
て
よ
り
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、魅
力
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

流
通
科
学
部 

近
江
・
朴
ゼ
ミ

九
州
運
輸
局
に
よ
る
産
官
学
連
携「
特
別
課
外
授
業
」を
実
施

「夏休みワクワク陶芸教室」の様子

「親子料理教室」の様子

倉庫施設見学の様子　

世界食学フォーラムの開会式　

三成由美教授の講演「食と環境問題」

「食学」を提唱した北京東方美食研究院の劉広偉院長

意見交換会の様子



と
の
関
連
）」

を
行
い
ま
し

た
。日
本
血
栓

止
血
学
会
は

2
0
1
7
年

度
よ
り
、血
栓

止
血
学
に
多

大
な
貢
献
を

さ
れ
た
岡
本

彰
祐
先
生
、岡

本
歌
子
先
生

の
ご
好
意
に
よ
り
、人
類
の
幸
福
に
寄
与
し

う
る
研
究
者
を
対
象
と
す
るS

h
osu
k
e 

A
w
ard

、お
よ
び
女
性
研
究
者
を
対
象
と
す

るU
tako A

w
ard

を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

　
8
月
2
日
、「
流
通
科
学
研
究
所
第
14
回
国

際
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
、「
電
子
商
取
引
に

し
、学
生
の
指
導
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
来
ら

れ
ま
し
た
。研
究
面
で
は
、昭
和
56
年
か
ら
九

州
大
学
油
症
治
療
研
究
班
の一
員
と
し
て
、カ

ネ
ミ
油
症
の
原
因
物
質
ポ
リ
塩
素
化
ビ
フ
ェニ
ル

の
研
究
等
を
精
力
的
に
推
進
、ま
た
本
学
ア
ニ

マ
ル
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
平
成
23
年
4
月
よ
り

現
在
ま
で
尽
力
さ
れ
る
な
ど
の
功
績
を
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
6
月
、栄
養
科
学
部 

津
田
博
子

教
授
が
日
本
血
栓
止
血
学
会
よ
り
2
0
1
9

年
度
岡
本
賞（U

tako A
w
ard

）を
受
賞
し
、6

月
20
日
〜
22
日
、三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た「
第
41
回
日
本
血
栓
止
血
学
会

学
術
集
会
」に
お
い
て
、受
賞
講
演「V

itam
in 

K
-dependent protein S: Function and 
etiological significance 

（
ビ
タ
ミ
ン
K
依
存

性
タ
ン
パ
ク
質
プ
ロ
テ
イ
ン
S
：
機
能
と
病
態

よ
る
食
料
の
流

通
変
化
と
輸
出

拡
大
の
可
能

性
」
を
共
通

テ
ー
マ
に
、国
内

外
の
著
名
な
研

究
者
及
び
各

界
の
専
門
の
方

に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
ま
し

た
。約
2
0
0

名
の
方
に
来
場

い
た
だ
き
、講

演
に
対
す
る
活

発
な
質
疑
応
答

が
交
わ
さ
れ
、

盛
会
と
な
り
ま

し
た
。
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［ 研 究 者 ］

［研究課題名］

［ 寄 付 者 ］
［研 究 期 間］
［ 寄 付 額 ］

德井 敎孝（薬膳科学研究所 所長・教授）
三成 由美（栄養科学部 教授）
思春期の若者とその家庭を対象と
した食生活の現状と課題
西部ガス株式会社
2019年度
1,500,000円

外部資金等の受け入れ状況

研究寄付金

［ 研 究 者 ］
［研究課題名］

［ 委 託 者 ］
［研 究 期 間］

田中 るみこ（教育学部 助教）
産学連携HARU研究によるHARU 
stuck-on-designを使用した保育
環境・保育教材の開発
株式会社ニトムズ
2019年4月1日～2020年3月31日

共同研究

津
田
教
授（
栄
養
科
学
部
）

日
本
血
栓
止
血
学
会

2
0
1
9
年
度
岡
本
賞
受
賞

流
通
科
学
研
究
所

第
14
回
国
際
セ
ミ
ナ
ー

開
催
報
告

［ 研 究 者 ］
［研究課題名］

［ 委 託 者 ］
［研 究 期 間］
［受託研究費］

［ 研 究 者 ］
［共同研究者］

［研究課題名］

［ 委 託 者 ］
［研 究 期 間］
［受託研究費］

［ 研 究 者 ］
［研究課題名］

［ 委 託 者 ］

［研 究 期 間］
［受託研究費］

［ 研 究 者 ］

［研究課題名］

［ 委 託 者 ］
［研 究 期 間］
［受託研究費］

［ 研 究 者 ］
［研究課題名］

［ 委 託 者 ］
［研 究 期 間］
［受託研究費］

［ 研 究 者 ］
［研究課題名］

［ 委 託 者 ］
［研究期間］
［受託研究費］

太田 英明（栄養科学部 特任教授）
有色豆由来アントシアニン及びプ
ロシアニジンの抗癌効果
沖縄県農業研究センター
2019年4月1日～2020年3月6日
2,355,000円

浅岡 由美（流通科学部 教授）
甲斐 諭（流通科学部 教授）
中川 隆（流通科学部 准教授）
前嶋 了二（流通科学部 准教授）
坂本 健成（流通科学部 助教）
観光客の周遊性向上のための2次
交通課題の解消
糸島市(企画部地域振興課)
2019年6月14日～2020年３月31日
1,000,000円

内田 和宏（栄養科学部 准教授）
健康長寿社会の実現を目指した大
規模認知症コホート研究
（九州大学）日本医療研究機構
AMED 長寿・障害総合研究事業
2019年4月1日～2020年3月31日
2,000,000円

德井 敎孝（薬膳科学研究所 所長・教授）
三成 由美（栄養科学部 教授）
健康サポートとなりうるスープ開発
について
株式会社ピエトロ
2019年5月27日～2019年10月31日
583,200円

甲斐 諭（流通科学研究所 所長・教授）
黒大豆(筑前クロダマル)及び加工
食品を核とした「筑前町産農産の
ブランド化」のために必要な調査・
研究
筑前町役場
2019年4月1日～2020年3月31日
1,000,000円

甲斐 諭（流通科学研究所 所長・教授）
菓子文化の向上や地域活性化へ
の貢献を模索する
株式会社ひよ子
2019年10月1日～2020年9月30日
1,000,000円

受託研究

共通テーマ 「電子商取引による食料の流通変化と輸出拡大の可能性」

日本：経済産業省大臣官房審議官貿（易経済協力局） 渡邉 洋一氏
「越境EC等を活用した日本産農林水産物･食品の輸出促進について」
中国：浙江樹人大学 都市･農村流通経済研究所 所長･教授 万 国偉氏
「中国における農村の電子商取引の発展および農産物流通への影響」

韓国：全北大学 農業経済学科 教授 嚴 智凡氏
「韓国における電子商取引による食料の流通変化と輸出拡大の
可能性について」

講師
講演のテーマ

　
令
和
元
年
7
月
、古
賀
信
幸
教
授（
栄
養
科

学
科
）が
、栄
養
士
養
成
功
労
者
と
し
て
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
養
成
施

設
の
設
立
者
、施
設
長
ま
た
は
教
職
員
で
あ
って

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
の
養
成
の
た
め
特
に
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
厚

生
労
働
大
臣
が
行
う
も
の
で
す
。

　
古
賀
教
授
は
、本
学
に
お
い
て
29
年
間
に
わ

た
り
栄

養
士
・

管
理
栄

養
士
教

育
の
食

品
衛
生

学
分
野

を
担
当

古
賀
教
授（
栄
養
科
学
部
）が

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
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教職員の出版物
著者は、本学教員のみ記載
※肩書き等は発行日現在のもの

『社会学で描く
現代社会のスケッチ』
益田 仁　
　 教育学部 講師 共著
（みらい　2019年8月）

『イラスト 食品加工・
食品機能実験 第2版』
太田 英明　
　 栄養科学部 特任教授 共著
沖　智之　
　 栄養科学部 教授 共著
島田 淳巳　
　 食物栄養学科 教授 共著
武曽　歩　
　 栄養科学部 助教 共著
（東京教学者　2019年4月）

WEBや
SNSにて
情報発信中！

者
を
絞
る
こ
と
の
医
療

経
済
効
果
の
み
な
ら
ず
、

ビ
タ
ミ
ン
A
欠
乏
の
見
落

と
し
の
防
止
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

森
山
教
授
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
文
部
科
学

省
、福
岡
県
、お
よ
び
中

村
学
園
大
学
の
支
援
を

受
け
、複
数
の
病
院
と
協

力
し
て
、こ
の
装
置
の
実

用
化
と
A
I
を
活
用
し

た
栄
養
障
害
の
診
断
に

向
け
た
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

令
和
元
年
8
月
9
日
、栄
養
科
学
科 

森
山

耕
成
教
授
の
発
明「
ビ
タ
ミ
ン
A
欠
乏
推
定
装

置
、プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
記
録
媒
体
」が
特
許
登

録
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
発
明
は
、ビ
タ
ミ
ン
A
濃

度
実
測
検
査
を
せ
ず
に
、血
清
中
の
ビ
タ
ミ
ン

A
の
欠
乏
状
態
を
推
定
す
る
ビ
タ
ミ
ン
A
欠

乏
推
定
装
置
等
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。こ
の

装
置
は
、病
院
や
検
診
に
お
け
る
ル
ー
チ
ン
検

査
項
目（
一
般
的
に
測
定
さ
れ
る
項
目
）に
含

ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
、塩
素
イ
オ

ン
濃
度
、中
性
脂
肪
濃
度
及
び
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
濃
度
の
結
果
を
も
と
に
血
清
ビ
タ
ミ
ン

A
濃
度
の
低
値
を
高
い
感
度
と
特
異
度
で
推

定
す
る
も
の
で
す
。こ
の
装
置
に
よ
り
ビ
タ
ミ
ン

A
低
値
と
推
定
さ
れ
た
対
象
者
に
は
、ビ
タ
ミ

ン
A
の
実
測
検
査
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
装

置
に
よ
り
、ビ
タ
ミ
ン
A
の
実
測
検
査
の
対
象

森
山
教
授（
栄
養
科
学
部
）の

発
明
が
特
許
登
録
さ
れ
ま
し
た

　

0
歳
児
が
、バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
何

回
も
繰
り
返
し
、一
生
懸
命
に
立
と
う
と

し
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
様
子
を
優
し
く
見

つ
め
る
大
人
に
向
か
っ
て
、歩
ん
で
倒
れ
込

み
ま
す
。0
歳
児
の
部
屋
で
毎
年
見
ら
れ

る
こ
の
光
景
に
は
、感
動
し
ま
す
。同
時
に

子
ど
も
の
学
ぶ
力
の
現
れ
だ
と
も
思
い
ま

す
。年
長
さ
ん
の
お
部
屋
で
は
、ブ
ロ
ッ
ク

を
並
べ
た
道
が
で
き
、積
み
木
を
重
ね
た

ト
ン
ネ
ル
の
塔
を
く
ぐ
る
と
、動
物
た
ち
が

お
迎
え
し
て
い
ま
す
。お
友
だ
ち
と
話
し

な
が
ら
想
を
練
り
、つ
く
る
見
通
し
を
立

て
、楽
し
い
街
が
創
ら
れ
て
い
き
ま
す
。近

く
の
室
見
川
に
行
っ
た
り
、お
芋
を
育
て

た
り
、お
外
で
も
興
味
津
々
の
活
動
が
いっ

ぱ
い
で
す
。待
ち
に
ま
っ
た
給
食
は
、和
食

中
心
、野
菜
た
っ
ぷ
り
で
塩
分
も
配
慮
さ

れ
、完
食
で
す
。離
乳
食
か
ら
の
て
い
ね
い

な
積
み
重
ね
で
、マ
ナ
ー
や
片
付
け
も
上

手
で
す
。五
感
と
体
全
体
を
使
っ
て
、い
っ

ぱ
い
遊
ん
で
、し
っ
か
り
食
べ
て
、ゆ
っ
く
り

と
お
昼
寝
を
し
て
、一日
を
す
ご
し
ま
す
。

子
供
の
姿
を
通
し
て
、お
家
の
方
と
の
交

流
も
深
ま
り
、成
長
を
支
え
ま
す
。

　

み
ん
な
の
愛
情
で
包
み
な
が
ら
、「
自

ら
学
ぶ
力
」を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
、学
園

の
助
言
も
受
け
な
が
ら
、環
境
を
整
え
、

最
善
の
指
導
と
支
援
の
為
に
研
鑽
し
、小

学
校
以
降
も
貫
く「
三
つ
の
力
」を
育
成

し
、乳
幼
児
の
育
ち
を
現
す「
十
の
姿
」

を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
三
つ

子
の
魂
、百
ま
で
」そ
の
重
要
性
は
再
認

識
さ
れ
、多
く
の
国
が
乳
幼
児
教
育
か
ら

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。お
ひ
さ
ま
保
育
園

ら
し
い
保
育
は
、そ
の
具
現
化
と
し
て
お

示
し
し
て
い
ま
す
。

夢
中
に
な
っ
て

遊
び
な
が
ら
、

笑
顔
で
す
く
す
く
と
育
つ

中村学園大学付属
おひさま保育園

G a k u e n Let te r
N a ka m u ra

発明の名称：ビタミンA欠乏推定装置、プログラム及び記録媒体」
 　　　　　　　　　　　　　　　（特許番号6566422）
出　願　人：学校法人中村学園　森山耕成
発　明　者：森山耕成、東和也（福間病院長）
※詳細は、特許情報プラットホーム（https://www.j-platpat.inpit.go.jp/）にて公開されています。

前号（第112号）の表紙に掲載いたしました在学生の氏名に
誤りがありました。ここに訂正しお詫び申し上げます。
（誤）
山下 明日香さん
古賀 日和さん

（正）
古賀 日和さん
山下 明日香さん
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広報誌セロリの定期購読について
定期購読をご希望の場合は、購読料（2年分）として郵便小為替1,200円分と、郵便番
号・住所・氏名・電話番号を書いた紙片を同封のうえ、広報室宛にお送りください。なお、
広報誌の発行は、年4回（4・7・10・1月）となります。※保護者の方には毎号送付しています。
［申込先］ 〒814-0198 福岡市城南区別府5-7-1
 中村学園大学 入試広報部「広報誌定期購読申込」係

公式
ホームページ
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Facebook
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編
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村
学
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大
学
・
中
村
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大
学
短
期
大
学
部
 入
試
広
報
部
　［
発
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日
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和
元
年
10月

28日
〒
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岡
市
城
南
区
別
府
5-7-1 TE
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